
第62回 植物化学シンポジウム

⽇時︓2026年11⽉6⽇（⾦）
場所︓東京⼤学弥⽣キャンパス

フードサイエンス棟中島董⼀郎記念ホール

植物成分の開拓
ー⽣合成から機能解明へー

主催︓植物化学研究会
共催︓株式会社常磐植物化学研究所
後援︓⽇本農芸化学会、⽇本薬学会、⽇本化学会、

⽇本⽣薬学会

＠ポスター発表申込み : takayoshi.awakawa@riken.jp淡川 孝義宛
(9⽉24⽇受付開始-10⽉23⽇締切) ︓ポスター発表者本⼈より、タイトル、所属（⼤学・学
部等、研究室名、PI名）、発表者名、学年、要旨（150字程度）、同⼀内容での他学会等で
の発表歴（ある場合のみ）を明記のうえ、お申し込みください。
※ポスター発表を希望される⽅は、参加登録もお済ませください。※会場の都合により、ポスター発
表は15件を上限とします。申込多数の場合、要旨等をもとに発表演題を調整する場合があります。
お問い合わせ
〒351-0198 埼⽟県和光市広沢2-1 理研 淡川 孝義 takayoshi.awakawa@riken.jp

学⽣・若⼿のポスター発表募集︕
申し込み締切︓10⽉23⽇
（株）常磐植物化学研究所様の御⽀
援により、優れた発表には松尾仁賞
(ポスター賞)が授与されます。奮っ
てご参加下さい。

参加登録締切︓10⽉23⽇ 参加費︓植物化学研究･後援学会員 2500円（学⽣無料）
懇親会費 2500円（学⽣無料、要事前申込み）

13:00-13:05 開会挨拶（シンポジウム企画者︓森⽥洋⾏ 富⼭⼤学）
13:05-13:35 ⼭崎 真⺒（千葉⼤薬）

「植物における医薬資源物質⽣産メカニズム解明と応⽤」

13:35-14:05 平井 優美（理研環境資源科学研究センター）
「メタボロミクスで読み解く植物代謝産物の機能多様性」

14:05-14:35 庄司 翼（富⼭⼤学和漢医薬学総合研究所）
「植物特化代謝の転写リプログラミングと制御系進化」

14:35-15:00 休憩
15:00-15:30 森川 敏⽣（近畿⼤薬）

「⾷品薬学︓⽣活習慣病予防•改善に有⽤な機能性天然物の
モノトリサイエンス」

15:30-16:00 ⽥村 理（和歌⼭県⽴医科⼤薬）
「ポルフィリン化合物の新規メカニズムに基づいた抗アレルギー作⽤」

16:00-16:30 中嶋 優（富⼭⼤学和漢医薬学総合研究所）
「植物⼆次代謝産物による低酸素応答制御酵素FIH の阻害機構の多様性」

16:30-17:30 ポスター発表
17:30-17:40 総会
17:40-17:50 松尾仁賞授賞式、

閉会挨拶
（淡川 孝義 理研環境資源科学研究センター）

18:00- 懇親会 参加登録フォームはこちら


